思春期女性のボディ・イメージと体型に関する縦断的研究 by 栗岩, 瑞生 et al.
596(596～601)
究研
小 児 保 健 研 究
思春期女性のボディ。イメージと
体型に関する縦断的研究
栗岩 瑞生“*1,鈴木 里美い1,本す松 愛子い 1
渡辺タミ子・*1,大山 建司L*2
〔論文要旨〕
思春期の自己のボディ・イメージ (身体像)とローレル指数について縦断的調査を行い両者の関連を
検討した。
対象は医科大学に在学中の女子看護学生108名で, 1次性徴の出現時期や,小学校低学年 。高学年・
中学生・高校生の時に |′1分の体型をいかに感じていたかを記憶に基づきアンケー ト調査した。更に6～
18歳まで 1年毎の学校での身体計測値からローレル指数を算出し,ボディ・イメージや 1次性徴との関
連を検討 した。
対象の各年齢群別ローレル指数は自己のボデイ・イメージと有意の相関を示 したが,普通と認識する
ローレル指数と全国平均ローレル指数の差は加齢と共に拡大 し,16～18で最大となったc初経発来年齢
別のボディイメージの比較でも, 早発群は体11を「やや大っている」と認識 し,普通群,IFI発群は初経
前後から自己のホディ・イメージが大っている方へと変動する傾向を認めた。1生成熟と共により痩せた
体型を普通の体型と捉える傾向が明らかになった。思春期女性の体脂肪量の増加は生理的な変化であり,
思春期前から二次性徴の出現と体脂肪の増加,体型変化について正 しい教育を行っていくことが重要で
ある。
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I.はじめ に
人間の身体発育には,遺伝的要因や環境的条
件,バランスのとれた栄養と適切な身体活動 ,
精神的要因等が大きく関与している。身体的に
大きく成長を遂げる思春期は精神的に不安定な
時期であり,特に外見的な容姿に対して敏感に
なり,他人と比較して悩んだりするということ
も珍しいことではないGライフスタイルが痩せ
指向となり,栄養的に偏りのある食事制限や痩
せるための過剰な運動を行い,その結果栄養失
調,貧血,摂食障害,月経不順等といった健康
問題を引き起こすことも少なくない。
思春期における自己のボディ・イメージが体
型ひいては健康に及ぼす影響は大きく,健全な
成長発達を達成する上で重要視する必要がある
と考え,客観的な発育指標としての身長・体重
の推移と,各年齢段階での主観的なボディ・イ
メージの関係及び二次性徴との関連について比
較検討した。
Ⅱ.対象および方法
1.対  象
山梨医科大学看護学科に在学中の2年生から
4年生の女子学生に研究の主旨を説明し同意を
得られた172名のうち,配布 した身長・体重調
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査用紙と身体認識調査用紙が揃って回収できた
108部(回収率62.8%)を研究調査資料として
採用した。使用した資料のうち,対象の平均年
齢は21歳(19～24歳)であった。
2.方  法
小学校低学年 (7～9歳)。小学校高学年 (10
～12歳)。中学生 (13～15歳)・高校生 (16～18
歳)それぞれの時期に, 自分の体型をどのよう
に感じていたか,二次性徴の出現時期,初経年
齢,両親の体型について自記式アンケート方式
で調査した。自己体型の認識項目は表1に示す
ように7段階に分類した。ボディ・イメージの
調査後に, 6歳かい18歳までの学校での身長・
体重計測記録に基づき,自己中告により調査し
た。身体計測値は成長曲線にプロットし,その
変動から大きな測定誤差がないことを確認して
使用した。性成熟度は初経発来年齢を基準とし,
10歳～11歳「早発群」,12歳～13歳「普通群」,
14歳～15歳「遅発群Jの3群に分類して比較し
たc
収集した資料については,体型の評価基準と
してローレル指数 (g/c n13×01)を採用し,昭
和61年度文部省学校保健統計調査報告書いをも
とに菊田らが報告したローレル指数値Jの50%
タイル値と比較した。点数化した自己体型の認
識項目から相関係数,近値曲線を求め,ボデイ・
イメージの変化パターンの分析として多重比較
検定の Scheffёs Fを行った。危険率005を有意
水準とした。分析ソフトはエクセル統計 stat
cclを使用した。
Ⅲ。結 果
1.ローレル指数の年齢変化
身長は7歳から18歳までの全年齢において全
国平均を上回っており,体重は7歳から18歳ま
での全年齢において全国平均を下回つていた。
図1にローレル指数の加齢変化を示す。対象
の平均は,全国平均と同様に学童期前半に下降
した後,12歳を最低値として再び上昇しており,
ローレル指数の変動パターンは16～18歳で多少
差が大きくなっているものの,全国平均とほぼ
^致していた。しかし対象の数値は全年齢にお
いて全国平均を下回っていた。
2.各年齢段階における自己のボディ・イメージと
実際のローレル指数値の関係
7歳から18歳までを3歳毎に4つの年齢群に
分類した。ボデイ・イメージ項目別 (表1)の
平均ローレル指数を各年齢群毎に表2に示す。
また各年齢群におけるローレル指数とボデイ・
イメージの相関及び近値曲線を図2に示す。い
表1 自己のボデイ・イメージ評価
認識項目 ボディ・イメージ
1     かなり疫せている
2     痩せている
3     やや痩せている
4     普通
5     やや太っている
6     太っている
7    かなり大っている
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全国平均および対象女性における平均ローレル指数値の加齢変化図 1
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全国平均
年齢
7～9歳 134 9
98 4 112.3 154 8
13～15歳1 1033
丁 15.O E29 2&8
125 6
136.3 143 1 132 4
表2 各年齢段階における認識項目ごとの平均ローレル指数と全国平均値
認識の 1～7は表 1のボデイ・イメージを示す。*該当者なし。
7歳から9歳における相関
ずれの年齢群においても,ロー レル指数とボ
ディ・イメージは有意な相関を示した。表2に
示すように,体型を「普通Jと認識していた女
性のローレル指数は全年齢群で全国平均値より
低値であり,両指数値の差は7～9歳で1.5,16
～19歳で9.5と徐々に拡大していった。各年齢
群の平均ローレル指数は,7～9歳では「普通」,
10～12歳・13～15歳では「普通」と「やや太っ
ている」の中間,16～18歳では「やや太ってい
る」と認識されていた (図2)。全国平均ロー
レル指数は,7～9歳では「普通Jと「やや太っ
ているJの中間 (「普通」寄り),10～12歳では
ほぼ「やや太っている」,13～15歳では「やや太っ
ている」,16～18歳では「やや太っているJと
認識項目
「太っている」の中間に認識されていた (図2)。
3.初経発来年齢別ボディ・イメージの変化
図3に初経発来の年齢別分布を示す。平均発
来年齢は12.4歳であり,全国平均の発来年齢と
一致していた 。゛
図4に初経発来年齢群別の平均ローレル指数
の加齢変化を示す。いずれの年齢においても初
経年齢が早い群のローレル指数が高値を示し,
初経早発群におけるローレル指数の加齢変化パ
ターンは普通群及び遅発群の変化パターンと有
意差 (p<0.05)を認めた。3群とも15～18歳
の間でローレル指数はほぼ一定でり,この時期
の体型は大きな変動を示さなかった。初経発来
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年齢別のボデイ・イメージの加齢による変化を
図5に示す。初経が早期に発来している群ほど
ボディ・イメージは高値を示し,ロー レル指数
の変化パターンと一致していた。すなわち,早
発群では初経時をピークに体型を「やや太って
いる」と認識し,ほぼ一定であった。初経早発
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図3 初経発来年齢
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図4 初経発来年齢別平均ローレル指数値の加齢変化
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図5 初経発来年齢別ボデイ・イメージの加齢変化
群におけるボデイ・イメージの加齢変化パター
ンは普通群及び遅発群の変化パターンと有意の
差 (p<0.05)を認めた。普通群において初経
発来前は「普通」,初経後は「やや太っている」
と認識し,遅発群においては初経前は「やや痩
せている」,初経後は「普通」と認識し,いず
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れも認識項目が初経前後から上がる傾向が認め
られたc普通群と遅発群のボディ・イメージの
加齢変化パターンに有意差は認められなかっ
たc16～18歳の平均ローレル指数は全国平均が
132.4で,対象の「早発群Jは130.6,「普通群」
は1285,「遅発群Jは121.4で3群とも全国平
均以下であり,特に「遅発群Jの痩せ体型が顕
著であったc
Ⅳ.考   察
小児が自分の体型をどのように認識するかは
思春期の向我確立の重要な指標の1つであるc
しかし, 自己のボデイ・イメージを実際の身体
発育と一致させて比較検討した報告はない。体
格指標として, ローレル指数を学童期か弓思春
期・青年期に至る年齢範囲における変化が比較
的少ないため採用したc過去のボディ・イメー
ジに関するアンケート調査は,身体計測値の調
査前に行っており,身体計測値に基づく判断で
はなく,記憶に基づいた結果である.
今回対象とした女子は,7歳かい18歳の間で,
ローレル指数は全国平均に比べて若千低値で
あった。それ故に,今回の対象者は全体として
やや痩せ型の体型の女性であるc
図2で示したように, ローレル指数と記憶に
基づいた過去の体型とはいずれの年齢段階にお
いても相関を示しており,記憶の信頼性はある
と考えられる.ボデイ・イメージとローレル指
数との関連を見ると, 7歳から9歳において全
国平均ローレル指数は「普通」寄りではあるが
「やや太っているJとの中間に認識されており,
ボディ・イメージとローレル指数はほぼ一致し
ていたcしかしその後10歳から18歳までは,加
齢と共に全国平均ローレル指数値を「やや太っ
ているJから「太っているJと認識するように
なり,特に16歳から18歳においては「普通」と
認識する女性のローレル指数値と全国平均値の
差が最大となり,全国平均ローレル指数1324
は「やや太っているJと「太っている」の中間
に認識されている。このような体型認識に差異
が生じる背景には,女子の痩せ指向が反映して
いると考えられるⅢ.
ローレル指数には明確な基準値はないが,160
以上を肥満とし,およそ120～130付近を基準値
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'としている。今回の対象の平均ローレル指数
は全ての年齢で全国平均ローレル指数をド同っ
ており,標準体型が10歳以上では「やや太って
いる」かる「太っている」に認識さオtているが,
これは対象がやや痩せ型であったことも影響し
ている面J能性がある3しかし前述した如く, 7
歳以降は加齢とともに痩身体型を標準体型と認
識する傾向が強くなり, 自己の体型認識と標準
体型のズレが拡大している.小学校高学年の男
女を対象とした体型の自己認識に関する調査で
は・ ,痩せ願望は小学校の頃から既に始まって
いるとも述べられており,今回明らかとなった
ボディ・イメージのズレもこのような痩せ願望
が ―因となっていることが推測される.
女子の二次性徴の出現時期については,乳房
腫大を指標とした場合, 7歳かる13歳の間に出
現すれば正常と考えられている。思春期発来に
は個人差が大 きいため,性成熟度によるボ
ディ・イメージの違いを考慮する必要がある.
今回の調査は過去の記憶に頼っているため,性
成熟度の指標として最も信頼1■が高いと推涸1さ
れる初経発来年齢を基にして,早発群 (10～11
歳)・普i邑群 (12～13歳)・遅発相 14歳～15歳)
の3群に分け,ボデイ・イメージとローレル指
数との関連を検討したc初経早発群のローレル
指数値の加齢変化パターンは,普通群及び遅発
群の加齢変化パターンと有意差が認めるれ,初
経発来以前からローレル指数は高値であった.
初経発来は体重に依存すると考えられてお り
',痩身体型の女子ほど初経発来が遅れる傾向
が認められた。初経発来とボデイ・イメージの
関係をみると,早発群では初経前か弓発来後も
/TNて「太っているJと認識しているのに対し,
普通群・遅発群では初経発来前後から「太って
いる」方ヘボデイ。イメージの変動が認められ
た。女子では肥満児ほど初経初来が早まること,
初経前後から体脂肪が増加して肥満度が ll昇す
ることが知られており, このボデイ・イメージ
の変化は思春期発来による体型変化と一致して
いた。しかし,ボディ・イメージとローレル指
数のズレは,初経発来時期による分類かるも明
らかであり,16～18歳の年齢段階において,早
発群及び普通群のローレル指数は全国平均を下
同っているにもかかわらず、ボディ・イメージ
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は「やや太っているJであった。また,遅発群
においては, ローレル指数が全国平均を大きく
ド同り痩せ型であるにもかかわらず,ボデイ・
イメージは「普通Jと認識していた。最近の女
子のローレル指数は16歳から18歳にかけて低下
する傾向にあるが,これは理想体型を獲得する
手段として食事制限による体重コントロールが
広く-ll的に行われているためと考えられてい
る。今回の検討は,そのような体重コントロー
ルの背景に誤ったボデイ・イメージが大きく関
わっている可能性を示している。
10歳以降18歳まで痩せ体型を標準体型と認識
している背景には,様々 な要因が考えられるc
より痩身体型を理想とし,痩せていることを美
しいとみなす女性像を助長するため,雑誌・テ
レビで盛んにダイエツトに関する特集を組んで
いることに代表されるような痩身志向の社会的
風潮が,体重の減量を行うことで自己実現を図
ろうという意識を根づかせていくのではないか
と推測されるc更に,一月支男性の好みが肥満者
よりも痩せ型の女性にあること,痩身が一種の
ステイタスシンボルとされていること',周り
が皆痩せているので自分も痩せることで周囲と
の一体感・安心感を得る・ 等が背景要因と推測
されているc一方では,若年女子における不定
愁訴や月経不順,栄養失調,貧血等の訴えが増
加している1・ という幸長告もあり, こういった痩
身への心理的 。身体的・社会的プレッシャー
は,摂食障害やその他の健康障害の引き金とな
り得る事を十分理解する事が必要である。
思春期女子の体脂肪量の増加は生理的な変化
であり「肥満Jとは区別される。思春期の発来
は個人差が非常に大きく,そのためボデイ・イ
メージも性成熟度により異なるため,他人との
比較によつては判断されにくい特徴がある。今
回の検討でも早発群のボデイ・イメージの加齢
変化は普通群,遅発群と異なっていたc痩身体
型を標準と提える傾向は思春期前から始まって
いるが,それが強くなるのは初経前後の体脂肪
量の増加とほぼ一致しているcそのため子ども
の性成熟に見合ったボデイ・イメージ,健康観
の教育が必要であるcボデイ・イメージの歪み
は必要のないダイエットを実行させ,摂食障害
や無月経・貧血等を引き起こす直接的誘発因子
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となるn,とぃゎれている事からも,ボディ・イ
メージのズレを軽視する事なく捉えていく必要
がある。思春期女性の肥満体型に対する誤った
認識が,逆に過度の痩せ願望を導 くという傾向
は最近の女子高校生に共通 した問題であり,思
春期前から二次性徴の出現 と体脂肪の増加,体
型変化について正 しい教育を行ってい くことが
重要である。
本研究の一部は「こどもの心と身体の健康を考え
る会Jの補助を受けて行われたc
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